
第 127 回番組審議会議事録 

 

１ 開催年月日  2025 年 2 月 18 日（火） 

 

２ 開催場所   豊田屋旅館 

          

３ 出席について 

         〇委員総数 13 人 

         〇出席委員数  7 人 

          出席委員の氏名（敬称略） 

風間まり子 ／ 佐藤正幸 ／ 清水一希 ／ 富田充慶 

田中美由紀 ／ 吉井照雄 ／ 吉村巳之 

          欠席委員の氏名（敬称略） 

           相京恵 ／ 今井陽子 ／ 小澤健一 ／ 風間隆之 

高井俊一郎 ／ 竹中隆 

 

  〇ラジオ高崎  3 人 

   代表取締役    大山駿作 

専務執行役員   関口高史 

執行役員放送局長 田野内明美 

   

４ 議題 「ぐるり高崎」 

 

５ 議事の概要（別紙） 

 

６ 審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び 

年月日 

     ・書面  ラジオ高崎に備え置き 

     ・ホームページ  ラジオ高崎ホームページ内  http://www.takasaki.fm 

     ・ラジオ高崎放送 2025 年 4 月 27 日(日) 午前 6 時 55 分～6 時 59 分 

 



（別紙）議事の概要 

 

・代表取締役大山駿作より挨拶。 

・執行役員放送局長田野内明美より特別番組の紹介。 

 

 ○&RADIO クリスマスマーケット（12/14、12/21） 

 ○クリスマス特番 One from the Heart ≪TAKASAKI≫（12/24、1/8、1/19） 

 ○ラジオ高崎新聞（12/29、12/30） 

 ○やるベンチャーデイズ（12/30、12/31、1/4、1/5） 

○新春市長対談特別番組（1/1、1/2、1/4、1/30） 

○高崎だるま市 特別番組”新春リクエストまつり”（1/1） 

○林家つる子 つるつる 60 分 今回は 90 分（1/2、1/5、1/7） 

○アカサカサカス 762（1/11、1/12、2/5、2/9、2/19、2/23） 

○T-Shot シリーズ vol.14 清水怜 フルート・リサイタル（再放送 1/15） 

○T-Shot シリーズ vol.15 小井土文哉 ピアノ・リサイタル（1/22） 

○防犯特別番組 ハートもお金も狙われる！SNS ロマンス詐欺（1/25～1/31） 

○特別番組「がんばれ受験生！」（2/11～2/16、2/18、2/19、2/22、2/23） 

 

新番組 

〇ボン・マリアージュ‼（2/1～） 

○高崎グルメぐり（2/18～） 

 

 ※審議対象  

【素材名】「ぐるり高崎」 

      

【内 容】本番組では、グルメ、ファッション、雑貨など、高崎市内の素敵なお店をラジオ高崎

のアナウンサーが紹介します。開業のきっかけや由来、オススメのメニュー、人気の

商品、お得な情報などをお伝えします。おなじみのお店の意外な一面や隠れた名店な

ど、新しい高崎の魅力を届ける情報番組です。 

 

【放送日】毎週火曜日～木曜日 11:00～11:15、14:15～14:30  

 

 ・番組説明と OA 素材試聴のあと、広く意見を求めた。 

 

 

 



委員各位の意見 

 

「ぐるり高崎」について 

 

○『TOKINE』は以前から気になっていたが、躊躇してなかなか入るきっかけをつかめずに

いた。アナウンサーの話の引き出し方が上手で、店主の人柄やママ目線の情報なども知れて

良かった。今度ぜひ行ってみたいと思う。 

 

○何回も行ったことがあるお店でも、初めて知った情報もあった。色々な気づきがあるのも

ラジオの良さなのかな、と思った。 

 

○自分たちだけで店を探して紹介するのではなく、取材先に次のお店を紹介してもらうのは

どうか。また、何かテーマを決めて、それに沿ってお店を決めていくのもよいと思う。 

 

（事務局）取材先に次のお店を紹介してもらうというのはおもしろいと思った。ジャンルが

違うお店を紹介してもらうのもおもしろそうだ。 

 

○放送後の反響はあるのか？高崎でも良いお店がたくさんできているが、集客が課題となっ

ている店が多いそうだ。集客につながるなら、ぜひ新しいお店も取り上げてほしい。 

 

（事務局）現時点では、取材後の反響等については確認できていない。ただ、以前にプレゼ

ント企画と連動した際には、ラジオ放送の反響があったと言ってもらった。 

 

 

その他の番組やラジオ高崎の取り組み全般について 

 

○アカサカサカスでのイベントや特別番組の反応はどうだったのか？  

 

（事務局）番組内で試食する予定だった商品が売り切れになってしまうほど盛況で、会場は

奥まった場所だったが、放送中は人が人を呼んで 100 人くらい集まった。高崎観光協会もた

くさんの人が集まってくれて良かったと言っていた。 

 

○近所で空き巣被害があった。高崎は防犯カメラ設置率が日本一だと聞くが、継続的に防犯

についても取り上げていってほしい。 

 

○高崎を知ってもらうきかっけとして、同じ周波数（76.2）をもつ県外の局と番組を交換し



たり、企画を交換したりするのもおもしろいのではないか。 

 

（事務局）北陸新幹線の延長にともない、沿線の敦賀 FM・FM ぜんこうじ・フラワーラジオ

と一緒に『土日どこいく？』という番組を週替わりで制作し、放送している。同じ周波数の

局と一緒に何か企画することも考えていきたい。 

 

○障害者に向けた番組がないので、健常者が障害者への認識や理解を高められるような番組

や取り組みがあってもいいのではないか。 

 

（事務局）「高崎市からのお知らせ」として伝えている情報はあっても、これまで独自に取材

したり制作した番組はなかったので、今後検討していきたい。 

 

○近所の児童の件で、何か起こってからでは遅いと思って警察に相談したことがあり、すぐ

に警察が対応してくれた。「事件にならないと警察は動かない」と思われがちだが、実は防犯

に関して積極的に取り組んでいることをもっと放送の中で伝えていってほしい。 

 

（事務局）月に一度、高崎警察署の方に出演いただいているが、闇バイトや SNS 詐欺など話

題性の高いものを取り上げてきた。今後は、子供のことなどもっと身近な心配ごとへの防犯

について取り上げていきたい。 

 

○広報誌だけでうまく伝えられなかった部分は、ラジオ高崎と連携してもっと丁寧に市民に

発信していきたい。 

 

 

                                      以上 


